
 

 

 

 

 

青柳小学校のテーマは『学力向上』です。今年度も、様々な角度から子供たちの学力向上に役立つ情報を

お家の方にお知らせいたします。保護者の皆様とともに、子供たちの未来のために、学力を向上させていき

たいと思います。今回のテーマは、「全国学力・学習状況調査」の結果とその活用についてです。 

 

 

  

全国学力・学習状況調査は、文部科学省が子供たちの学力状況を把握するため、小学６年生と

中学３年生を対象に平成１９年度から実施している調査です。 
 

 

 

小学校は、国語と算数と質問紙による調査があります。今年度は、小学校で新学習指導要領に

基づく初の出題となりました。国語・算数の学力とともに、質問紙調査で児童の考え方や生活の

様子と学力との相関関係も明らかになっていきます。 

 
１ 教科に関する調査（国語・算数） 

（１） 身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活において不可欠で 

あり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能等 

（２） 知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解 決のための構想を立て実践し 

評価・改善する力等に関わる内容 

２ 質問紙調査 
（１） 質問紙調査 学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する調査 

 

 

 

 ～青小っ子の学力が着実に高まってきました！～ 

平均でみると、国語は全国や県を上回り、算数で下回る結果となりました。青小っ子の学力は、

着実に向上してきています。特に学校全体で取り組んでいる国語の学力の向上が見られます。６

年生全員でお互いに高め合うことができているようです。 

さらに詳細を分析してみると、国語の「書くこと」は、全国よりもかなり正答率が高く、「読む

こと」は全国よりも低い傾向となっています。国語の課題は「読むこと」です。 

国語と比べて算数は平均正答率が低く、全体のレベルアップを図る必要があります。 

算数は、特に「わり算」や既習の学習の活用に課題が見られます。 

 

 青柳小 埼玉県 全 国 

国 語 69（+4.3） 65 64.7 

算 数 65（-5.2） 69 70.2 
正答率 ※（ ）内は対全国比 

 

今回の結果は、６年生までの５年間の取組の結果です。国語も算数も学習の系統性があり、前

の学年の学習の上に、今の学年の学習があります。学習の積み残しがあると、学年が上がるにつ

れて学習に追いつくことが困難になります。その学年の学習を着実に身につけることが大切です。

「わり算」の課題は、学校全体で復習し解消していく取組を実施します。御理解、御協力のほど、

よろしくお願いします。 

裏面に全国学力・学習状況調査の問題を紹介しました。ぜひ、チャレンジしてみてください。 

青柳小学校 令和３年９月 第６号 

１何を調査しているの？ 

２何ができて何が課題かの確認を！ 

 

家族と音読 

してみよう！ 

国語の「書くこと」の問題３の正答率は 

全国：４３．６％ 

青小：６５．６％ 
「読むこと」には課題あり！ 
 

算数は、前の学年の積み残しがあり、全

体的にレベルアップが必要。 

特に、「わり算」と、既習をつかった活用

問題が課題！ 

https://www.irasutoya.com/2014/07/blog-post_3020.html
https://www.irasutoya.com/2017/05/blog-post_376.html


 

〇参考：国立教育政策研究所 

                                               「令和３年度 報告書・調査結果資料」 
                                             https://www.nier.go.jp/21chousakekkahoukoku/ 

（１）国 語 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（２）算 数 【データの活用】 
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  答え ４÷８  

 

誤答の多くは【８÷４】で、青柳小では、実に５６．３％の児童がこの間違え方をしました。 

「なんだ、ケアレスミスじゃないか。」で済ませてはいけない問題です。わり算の意味を理解で

きていないか、国語の「読むこと」の力が不足している可能性があるからです。 

ぜひ、上の問題をお子様といっしょに確認してみてください。誤答があった場合には、「どうし

てそう考えたか」と理由を確認していくとよいです。さらに、似た問題で確認していくとお子様

の理解が深まっていきます。 

今後とも、国や県、青柳小学校の分析の結果を紹介し、各御家庭と連携を図り、子供たちの学

力向上を図っていきたいと思います。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

３こんな問題に解答できるか確認を！ 

青柳小：３４．４％ 

青柳小：５３．８％ 

正答率：５５．２％ 

青柳小：３４．４％ 

問題：８人に４L のジュースを等しく分けるときの 

一人分のジュースの量を求める式を答えましょう。 

４青柳小の「わり算」の課題解決を！ 

データを比較し、言葉と数

を使って説明することがポ

イント。社会に出ても、か

なり必要とされる力です。 

【問題】 

５年生と６年生で「あてはまる」と答えた人の割

合のちがいが、いちばん大きい項目はどれですか。 

また「あてはまる」と答えた５年生と６年生の割

合はそれぞれ何％ですか。 

項目とそれぞれの割合を言葉と数を使って書き

ましょう。 

正答率：５５．２％ 

内容を読み取り、字数制限

のなかで要約できるかが

ポイントです！ 


